
コンピテンス領域ごとの到達レベル 

パフォーマンス 

レベル 

コンピテンス 

Advanced Applied Basic Basic  

A B C D E F 

Ⅰ．プロフェッショナリズム 

診療の場で医師として

の態度、習慣、価値観

を示せることが単位認

定の要件である 

医師としての態度、習

慣、価値観を模擬的

に示せることが単位認

定の要件である 

基盤となる態度、習

慣、価値観を示せるこ

とが単位認定の要件

である 

基盤となる知識を示せ

ることが単位認定の

要件である 

修得の機会はある

が、単位認定に関係

ない 

修得の機会がない 

Ⅱ．コミュニケーション能力 

診療の一部として実

践できることが単位認

定の要件である 

模擬診療を実施でき

ることが単位認定の

要件である 

基盤となる態度、スキ

ルを示せることが単位

認定の要件である 

基盤となる知識を示せ

ることが単位認定の

要件である 

修得の機会はある

が、単位認定に関係

ない 

修得の機会がない 

Ⅲ．医学と関連領域の知識 

診療の場で問題解決

に知識を応用できるこ

とが単位認定の要件

である 

模擬的な問題解決に

知識を応用できること

が単位認定の要件で

ある 

知識修得・応用の態

度、習慣を示せること

が単位認定の要件で

ある 

基盤となる知識を示せ

ることが単位認定の

要件である 

修得の機会はある

が、単位認定に関係

ない 

修得の機会がない 

Ⅳ．医療の実践 

診療の一部として実

践できることが単位認

定の要件である 

模擬診療を実施でき

ることが単位認定の

要件である 

基盤となる態度、スキ

ルを示せることが単位

認定の要件である 

基盤となる知識を示せ

ることが単位認定の

要件である 

修得の機会はある

が、単位認定に関係

ない 

修得の機会がない 

Ⅴ．グローバル化する社会 

  および国際社会への貢献  

実践できることが単位

認定の要件である 

理解と計画立案が単

位認定の要件である 

基盤となる態度、スキ

ルを示せることが単位

認定の要件である 

基盤となる知識を示せ

ることが単位認定の

要件である 

修得の機会はある

が、単位認定に関係

ない 

修得の機会がない 

Ⅵ．研究マインド 

実践できることが単位

認定の要件である 

理解と計画立案が単

位認定の要件である 

計画された研究の基

礎となる技術を示せる

ことが単位認定の要

件である 

基盤となる知識を示せ

ることが単位認定の

要件である 

修得の機会はある

が、単位認定に関係

ない 

修得の機会がない 

 


